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〈編集後記〉 

本号には、１０日前に研究発表されたばかりの論文が６編も掲載されている。会員の先生方

の大いなる熱意が、素早い論文発表になったものと慶賀に堪えない。 

近では、研究報告のご希望や論文執筆のご希望が引きも切らず、編集に携わる事務局とし

ても、執筆のお願いに駆けずり回ることなく過ごせるのも、諸先生の熱意の賜物であり、若き

学会の力を肌で感じている。 

今号から、会員のページとして、第２部を立ち上げた。 初の論稿は、日本ＲＭ学会創立に

尽力され、学会の存続に尽力された長崎県立大学名誉教授・南方哲也氏の論稿であり、宗教哲

学（人文科学）に分類されるべきところから、第２部での登場となった。ここに開陳された意

見は、元よりソーシャル・リスクマネジメント論（社会科学）の枠にははまらない。したがっ

て、筆者個人に属すべき意見としてお目に掛ける次第である。 
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